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支部からのお知らせ支部からのお知らせ支部からのお知らせ支部からのお知らせ支部からのお知らせ
　６月10日（木）に平成11年度の支部総会が自治会館２階「レストラ
ンいこい」において開催され、次の各議題について承認されました。
(1) 規約変更について
　・組織改正に伴う変更（都市部→県土整備部）
　・支部会員の資格が県職員と県職員ＯＢ以外に建築関係団体等に所属する者
　　まで拡大されました。

　・副支部長の設置、幹事数の拡大（12名→15名以内）

(2) 役員の選任について
　・支部長　　矢田正勝（県土整備部技監）
　・副支部長　花方威之（総務部技監）
　・監事　　　鈴木　恵（総務部財産管理課　施設整備計画担当課長）

　・幹事　　　15名（総務３名、企画５名、広報・情報５名、会計２名）

(3) 平成 10年度事業報告及び収支決算の承認について
(4) 平成 11年度事業計画案及び予算案の承認について
　・　９月頃　課題研修（環境と共生する都市づくりについて）

　・１１月頃　技術研修（免震工法の事例実地研修）　

　

建築士会からのお知らせ建築士会からのお知らせ建築士会からのお知らせ建築士会からのお知らせ建築士会からのお知らせ
　５月31日（月）に建築士会の通常総会が中小企業共済会館にて開催
され、各議題について承認されました。
　主な内容は次のとおり。
(1) 入会金及び会費の値上げ案
　・平成11年度から入会金1,000円が2,000円に、会費12,000円が
    15,000円にそれぞれ値上げすることが決まりました。
(2) 役員選出
　・県職員ＯＢである次の方々が、平成11･12年度の役員として選任
   されました。一層の御活躍を期待しましょう。

 　【藤本圭佑氏、池上日出男氏、角田和巳氏、齋康夫氏、北村勝氏、
    小林良樹氏、宮田勝氏、石川良男氏、栗原護氏】
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支
部
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矢
田
　
正
勝

　
昭
和
三
十
一
年
に
県
庁
職
域
支
部
が
誕

生
し
て
以
来
、
早
い
も
の
で
四
十
年
余
り

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　
会
員
数
と
し
て
は
、
他
の
支
部
と
比
べ

て
小
規
模
で
す
が
、
県
内
唯
一
の
職
域
支

部
と
し
て
、
そ
の
存
在
意
義
は
大
き
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
今
年
は
県
庁
組
織
の
再
編
に
伴

い
、
建
築
職
が
活
躍
す
る
場
も
大
き
く
変

化
し
、
さ
ら
に
、
先
日
行
わ
れ
た
支
部
総
会

で
規
約
の
改
正
を
行
い
、
組
織
が
拡
大
さ

れ
る
中
、
会
員
相
互
の
連
携
も
強
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
自
覚
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
県
庁
職
域
支
部
が
、
大
き

な
変
革
を
迎
え
る
中
で
、「
季
刊
ニ
ュ
ー

ス
」
が
発
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
支
部
会
員

相
互
の
な
お
一
層
の
連
携
の
強
化
と
情
報

交
換
の
一
助
と
な
る
も
の
と
大
い
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　「
季
刊
ニ
ュ
ー
ス
」
の
作
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
会
員
皆
様
か
ら
の
情
報
の
提
供
等
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
支
部
会
員
皆
様
の
さ
ら
な
る

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
発
刊

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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今
回
の
創
刊
号
は
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仮
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）
と
い
う

こ
と
で
、『
県
庁
職
域
支
部
だ
よ
り
』
と

い
た
し
ま
し
た
が
、
も
っ
と
ふ
さ
わ
し

い
会
報
名
を
皆
様
よ
り
募
集
い
た
し
ま

す
。

　
こ
れ
は
！
と
い
う
名
前
を
ぜ
ひ
編
集

部
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
採
用
の
方

に
は
何
ら
か
の
記
念
品
を
お
送
り
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
御
応
募
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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当
公
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１
９
５
０
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に
戦
後
の
住
宅
難
解
消
の
た
め
、
神
奈
川

　
県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
の
出
資
で
財
団
法
人
神
奈
川
県
住
宅
供
給
公

　
社
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
以
来
、
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本
発
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ゲ
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住
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」
建
設
を
は
じ
め
、
汐
見
台
・
若
葉
台
・
秦
野
と
い
っ
た
大
規

　
模
団
地
開
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、
市
街
地
再
開
発
事
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建
替
事
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、
ケ
ア
付
高
齢
者

　
事
業
な
ど
多
様
な
事
業
展
開
に
よ
り
、
県
民
の
た
め
の
住
ま
い
づ
く

　
り
、
街
づ
く
り
に
専
念
し
て
参
り
ま
し
た
。
現
在
、
次
の
３
つ
の
プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
し
、
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
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②
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取
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取
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③
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ク
ト

　（
管
理
事
業
の
拡
大
・
建
設
事
業
の
推
進
・
公
社
既
存
団
地
の
再
開

　
発
・
建
替
事
業
の
推
進
）

○
社
内
組
織
　
５
部
18
課
３
室
４
所

　
　
　
1.
総
務
部

　
　
　
　（
総
務
課
、
財
務
課
、
経
理
課
、
経
営
企
画
課
）

　
　
　
2.
住
宅
事
業
部

　
　
　
　（
事
業
企
画
課
、
川
崎
開
発
事
業
室
、
設
計
課
、
工
事
管
理

　
　
　
　
課
、
設
備
課
、
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
駅
周
辺
地
区
開
発
事
業
建
設
事

　
　
　
　
務
所
）

　
　
　
3.
開
発
事
業
部

　
　
　
　（
再
開
発
課
、
建
替
推
進
課
、
土
地
活
用
課
、
高
齢
者
住
宅

　
　
　
　
課
、
用
地
課
、
土
木
課
、
県
西
地
区
開
発
事
務
所
、
相
模
原

　
　
　
　
市
橋
本
地
区
土
地
区
画
整
理
事
務
所
）

　
　
　
4.
販
売
部

　
　
　
　（
販
売
企
画
課
、
販
売
契
約
課
）

　
　
　
5.
管
理
部

　
　
　
　（
管
理
課
、
賃
貸
住
宅
課
、
業
務
課
、
住
宅
サ
ー
ビ
ス
室
）

○
役
職
員
数
　
総
人
数
２
１
１
名

　
　
　
　
　
　
　
役
員
　
１
０
名

　
　
　
　
　
　
　
職
員
２
０
１
名

○
連
絡
先

　
〒
２
３
１
ー
０
０
２
１

　
　
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
33
番
地

　
　
Tel
（
０
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県土整備部がいよいよスタート県土整備部がいよいよスタート県土整備部がいよいよスタート県土整備部がいよいよスタート県土整備部がいよいよスタート

　　　　　平成１１年６月１日より簡素で効率的な行政システムを目指して、平成１１年６月１日より簡素で効率的な行政システムを目指して、平成１１年６月１日より簡素で効率的な行政システムを目指して、平成１１年６月１日より簡素で効率的な行政システムを目指して、平成１１年６月１日より簡素で効率的な行政システムを目指して、新組織がスタートしました。新組織がスタートしました。新組織がスタートしました。新組織がスタートしました。新組織がスタートしました。今回は主に建築士会県庁今回は主に建築士会県庁今回は主に建築士会県庁今回は主に建築士会県庁今回は主に建築士会県庁
支部関連の職場を紹介致します。支部関連の職場を紹介致します。支部関連の職場を紹介致します。支部関連の職場を紹介致します。支部関連の職場を紹介致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（（（（旧旧旧旧旧）））））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（（（（新新新新新）））））
　   　　 　　　　　  　　●総務部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■総務部
　                       　秘書室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 総務室（本庁３階）
　　                        管財課                                                  秘書課（本庁３階）
　                       ●環境部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  財産管理課（本庁５階）
　　                       環境影響審査課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庁舎管理課（本庁１階）
　 　                      産業廃棄物処理施設建設室　　　　　　　　　　　　　　　　建築工事課（本庁５階）
　                       ●商工部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建築設備課（本庁５階）
                            京浜臨海部対策課                                      ■環境農政部
                          ●土木部                                               　 環境計画課（新庁３階）
　　                       土木用地課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 廃棄物対策課（新庁３階）
　　                        道路管理課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  緑政課（新庁３階）
                       　 ●都市部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■商工労働部
　　                       都市総務室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 京浜臨海部対策課（本庁５階）
　　                        都市政策課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■県土整備部
                           都市計画課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 県土整備総務室（新庁１１階）
                            都市整備課                                               県土整備経理課（新庁１１階）
　　                       都市公園課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術管理課（新庁１１階）
　                       　建築指導課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用地課（新庁１１階）
　　                       住宅対策推進課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都市計画課（新庁１１階）
　　                       県営住宅建設課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都市整備公園課（日生４階）
　　                       建築工事課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  建築指導課（日生４階）
　　                       建築設備課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道路管理課（新庁１１階）
 　                      ●出納局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅整備課（本庁５階）
　　                        管理部施設課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■企業庁
　                       ●企業庁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  管理局管財課（新庁１０階）
　                          管理局管財課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■教育庁
　                       ●教育庁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  管理部教育施設課（住公７階）
　　                        管理部教育施設課

　　                                              ※本庁＝本庁舎、新庁＝新庁舎、日生＝日本生命横浜本庁ビル、住公＝住宅供給公社ビル
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模
湖
町
産
業
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設
部
都
市
整
備
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
工

　　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
相
模
湖
駅
か
ら
、
湖
の
方
向
に
歩

い
て
５
分
ほ
ど
の
所
に
相
模
湖
町
役
場
が
あ
り
ま

す
。
相
模
湖
町
に
ご
厄
介
に
な
っ
て
今
年
で
２
年

目
で
す
。
条
例
の
制
定
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
設

計
監
理
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
立
ち
上
げ

と
事
務
局
と
し
て
の
運
営
、
用
地
交
渉
等
々
、

様
々
な
仕
事
を
経
験
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
年
の
間
に
、
相
模
湖
町
に
も
幾
つ
も
の

「
ま
ち
づ
く
り
集
団
」
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
国
道
４
１
２
号
を
サ
ル
ビ
ア
街
道
に
と
の
合

い
言
葉
で
沿
道
の
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
世
話
を

行
っ
て
い
る
「
サ
ル
ビ
ア
会
」、
ま
た
、
12
月
に
湖

上
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
し
て
い
る
「
ま
ち

づ
く
り
湖
の
星
」、
11
月
３
日
に
大
名
行
列
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
「
甲
州
街
道
小
原
宿
本
陣
祭
実
行

委
員
会
」
な
ど
の
集
団
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方

が
、
献
身
的
に
そ
し
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。

　
私
も
相
模
湖
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
微
力
で
す

が
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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三
ス
ケ
が
　
刀
の
か
わ
り
　
建
築
士

　
　
　

（
評
）
い
つ
ま
で
も
、
切
れ
味
を
大
事
に
し
た
い
も
の

で
す
。
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『
う
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・
歩
み
板
や
角
材
を
架
け
渡
す
４
本
足
の
台

　
・
長
尺
物
の
鋼
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
バ
イ
ル
を
車

   

で
運
搬
す
る
際
に
荷
台
に
置
く
４
本
足
の
台

　
・
鉄
筋
を
加
工
し
た
ス
ペ
ー
サ
ー

　『ね
こ
』

『
ね
こ
』

『
ね
こ
』

『
ね
こ
』

『
ね
こ
』

　
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
運
搬
や
材
料
の
小
運
搬
に
使
う

   

手
押
し
の
猫
車
の
こ
と
で
、
二
輪
車
と
一
輪
車

  

が
あ
り
、「
カ
ー
ト
」
と
も
い
う

  

・
土
止
め
用
の
切
り
梁
の
火
打
ち
を
受
け
る
梁
の

   

側
面
に
打
ち
付
け
る
添
え
木

  

・
接
合
部
分
の
補
助
材
に
使
う
ア
ン
グ
ル
な
ど
の

  

小
片

「
知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
行
政
用
語
」

「
知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
行
政
用
語
」

「
知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
行
政
用
語
」

「
知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
行
政
用
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     ｢

赤
本｣

、「
青
本
」
そ
れ
に
「
白
パ
ン
」
ま
る
で
フ

ラ
ン
ス
国
旗
の
ト
リ
コ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
よ
う
で
す
ね
。

し
か
し
、
我
々
、
建
築
行
政
マ
ン
に
と
っ
て
は
、
皆

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
、

　「
赤
本
」
な
ん
て
、
あ
ま
り
見
た
こ
と
も
な
い
と
い

う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
わ
ず
と
知
れ

た
「
例
規
集
」
で
す
。
目
立
つ
よ
う
に
？
表
紙
が
赤

い
の
で
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
公
務
員
と
し
て
の

座
右
の
銘
、
基
本
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
で
す
。

　「
青
本
」
は
、「
県
議
会
予
算
説
明
書
」
の
こ
と
で

す
。
議
会
説
明
で
真
っ
青
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
。
表
紙
が
薄
い
青
緑
色
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
最
後
の
白
パ
ン
は
、
も
ち
ろ
ん
白
い
パ
ン
ツ
で
は

な
く
、
国
の
政
府
予
算
要
求
概
要
書
の
表
紙
が
白
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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地
上
63
メ
ー
ト
ル
、
仮
締
め
を
終
え
た
ば
か
り
の
塔

屋
の
鉄
骨
梁
の
上
は
、
落
下
防
止
用
ネ
ッ
ト
が
あ
る
と

判
っ
て
い
て
も
、
高
所
を
吹
き
抜
け
る
強
い
風
に
身
が

す
く
む
。昭
和
40
年
１
月
、念
願
叶
っ
て
私
は
こ
の
ピ
ッ

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
な
る
。

　
初
仕
事
の
鉄
骨
建
方
検
査
の
折
り
眼
下
に
広
が
る
横

浜
の
中
心
市
街
地
を
遠
望
す
る
。
こ
こ
よ
り
高
い
も
の

は
昭
和
36
年
完
成
の
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
建
築
の
設
計
を
始
め
た
と
き
、
す
で
に
建
築
基

準
法
の
高
さ
制
限（
31
メ
ー
ト
ル
）撤
廃
の
動
き
が
あ
っ

た
の
で
許
可
を
受
け
『
高
層
建
築
の
先
駆
け
』
を
飾
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
新
庁
舎
（
昭
和
38
年
12
月
〜
昭
和
41
年
５
月
）
は
、
周

辺
に
分
散
し
て
い
た
業
務
施
設
の
集
合
化
と
新
た
に
増

大
す
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、既
存
の
本
庁（
昭

和
２
年
１
月
〜
昭
和
３
年
10
月
）、
分
庁
（
昭
和
29
年
３

月
〜
昭
和
30
年
３
月
）
を
活
か
し
、
最
新
の
技
術
・
設

備
を
取
り
入
れ
た
核
と
な
る
庁
舎
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
的
に
は
、
県
民
に
広
く
「
キ
ン
グ
の
塔
」
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
威
風
堂
々
と
し
た
姿
の
本
庁
舎

の
帝
冠
様
式
美
と
は
対
照
的
に
、
機
能
美
・
用
の
美
と

も
言
う
べ
き
シ
ン
プ
ル
・
清
楚
な
た
た
ず
ま
い
の
新
庁

舎
。
当
時
の
内
山
知
事
か
ら
は
「
躍
進
す
る
神
奈
川
県

表
徴
に
ふ
さ
わ
し
い
近
代
的
構
造
美
と
独
創
的
な
風
格

を
も
っ
た
庁
舎
」
と
の
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
計
画
面
で
の
特
徴
は
、

  

・
地
表
下
50
メ
ー
ト
ル
ま
で
シ
ル
ト
層
の
た
め
、
フ

    

ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
基
礎
を
採
用

  

・
狭
隘
な
敷
地
の
た
め
県
会
議
場
を
中
間
階
に
抱
き

    

込
む
高
層
建
築

  

・
港
都
横
浜
を
一
望
で
き
る
最
上
部
に
食
堂
と
喫
茶

    

室
を
配
置

  

・
３
庁
舎
の
設
備
の
中
枢
機
能
を
新
庁
舎
の
地
下
に

    

統
合

  

・
本
庁
舎
と
の
連
絡
は
跨
道
橋
と
地
下
共
同
溝
で
結

   

ぶ
な
ど
で
あ
る
。

　
県
の
出
先
機
関
で
あ
っ
た
庁
舎
建
設
事
務
局
に
は
、

最
盛
期
、
五
十
子
局
長
以
下
23
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
働
い

て
い
た
。
局
長
自
ら
陣
頭
に
立
ち
炎
を
吹
く
よ
う
な
指

揮
を
と
ら
れ
た
。
そ
の
熱
気
は
ス
タ
ッ
フ
に
広
く
浸
透

し
、
用
地
交
渉
、
設
計
や
施
工
の
調
整
、
工
事
監
理
な

ど
異
な
っ
た
業
務
が
同
時
進
行
す
る
中
で
、
日
々
戦
場

の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

　
建
築
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
間
宮
工
務
課
長
、
竹
内
主
任

の
も
と
藤
井
・
須
藤
主
任
技
師
、
鈴
木
（
昌
）
技
師
と

私
、
６
名
で
建
築
の
構
造
と
仕
上
を
工
種
別
に
分
担
し

た
。

　
県
内
で
は
屈
指
の
本
格
的
高
層
建
築
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
材
料
・
工
法
・
デ
ィ
テ
ー
ル
の
選
択
に
あ
た
っ

て
は
、
実
績
主
義
に
と
ら
わ
れ
ず
、
日
本
で
最
上
級
の

も
の
か
ら
開
発
途
上
の
も
の
ま
で
良
い
と
思
わ
れ
る
も

の
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
先
取
の
気
風
に

満
ち
て
い
た
。
検
討
か
ら
採
択
に
至
る
過
程
が
私
た
ち

若
手
に
と
っ
て
最
も
貴
重
な
勉
強
の
機
会
で
あ
っ
た
。

　
構
造
で
は
高
張
力
鋼
材
Ｓ
Ｍ
50
や
高
張
力
ボ
ー
ル
ト

の
採
用
、
仕
上
げ
で
は
、
外
装
金
属
の
表
面
処
理
、
ペ
ー

パ
ー
ハ
ニ
カ
ム
導
入
、
フ
レ
ー
ム
サ
ッ
シ
ュ
と
し
て
12

階
食
堂
の
ス
チ
フ
ナ
ー
、
１
階
玄
関
廻
り
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
工
法
、
外
装
タ
イ
ル
は
窯
変
タ
イ
ル
の
全
面
圧

着
、
昇
降
機
は
毎
分
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
高
速
の
も
の

が
３
台
１
群
と
し
た
全
自
動
群
管
理
方
式
、
主
玄
関
入

口
の
ほ
か
各
階
洗
面
所
の
エ
ン
ジ
ン
ド
ア
の
採
用
な
ど

当
時
の
建
築
界
の
最
先
端
の
技
術
が
数
々
導
入
さ
れ
た
。

　
あ
れ
か
ら
30
有
余
年
、
大
勢
の
工
事
関
係
者
が
、

創
造
す
る
こ
と
の
幸
せ
と
誇
り
を
も
ち
一
心
総
力
を

結
集
し
た
新
庁
舎
、
21
世
紀
も
『
用
の
美
』
を
発
揮

し
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。



建築行政に関する話題建築行政に関する話題建築行政に関する話題建築行政に関する話題建築行政に関する話題
『２１世紀に向け、建築基準法が施行以来約５０年目の
大改正』
　建築確認の民間開放、性能規定化、連担建築物設計制度、中
間検査の導入など、従来の法制度の枠組みを大きく変える改
正法が、平成１０年６月１２日に公布され、性能規定化など
の一部の規定を除き、平成１１年５月１日から施行されまし
た。

都市行政に関する話題都市行政に関する話題都市行政に関する話題都市行政に関する話題都市行政に関する話題
『第５回線引き見直し作業がスタート』
　昭和４５年にスタートした線引き制度は、これまで、無
秩序な都市の拡大を抑制し、スプロールの防止や自然環境
の保全など、計画的な市街地形成に大きな役割を果たして
きました。
　しかし、近年においては、人口増加の鈍化、少子・高齢
化の進展、世帯数の増加等の社会現象とともに、中心市街
地の活力の低下や産業系市街地の空洞化、都市の防災に対
する脆弱性など、様々な都市の課題も指摘されています。
　第５回線引き見直しでは、これらの問題や高齢化社会に
展望しつつ、環境、福祉、防災、産業などの複合的な視点
で、安全で安心できるまちづくりを進めるとともに、地域
の主体性や創意工夫のもとに、自然と共生した持続可能な
都市や文化の香り高い都市の形成の取り組みを重点として
います。
　今後の予定としては、これから基本的事項を踏まえた市
や町との素案調整に入り、平成１１年度末に県素案を作成
し、平成１２年度には公聴会の開催、縦覧等の手続きを進
め、都市計画審議会にお諮りして、１２年度末を目途に変
更告示する予定です。

                                                                                最最最最最     近近近近近     ののののの     話話話話話     題題題題題

建築工事に関する話題建築工事に関する話題建築工事に関する話題建築工事に関する話題建築工事に関する話題
『建築工事課・建築設備課のあゆみ』
　県民のライフスタイルの変化、価値観の多様化が進み、ま
た、環境への配慮が強く求められる中で、２１世紀を展望し
た施設づくりに取り組んできました。
　一方、厳しい財政状況にあって、公共工事コスト縮減を図
るため、設計ＶＥ手法を導入するなど工事コスト縮減に努め
ています。
　ここでは平成６年から（一部５年を補完）の５年間で実施
した主な工事について、各分野別に紹介します。
「「「「「文文文文文化化化化化施施施施施設設設設設」」」」」
　２１世紀を担う子供たちや県民の生涯学習など多様化する文化ニー
ズに応えるため、時代を先取りした施設の建設を行ってきた。
・地球市民かながわプラザ　H6.12.21～ H9.6.30
「「「「「試試試試試験験験験験研研研研研究究究究究機機機機機関関関関関」」」」」
　めざましい技術革新、産業構造の変化に対応するための試験研究機
関再編整備に伴い、大型施設の建設を行った。
・産業技術総合研究所　H4.10.10～ H6.12.28
「「「「「福福福福福祉祉祉祉祉・・・・・保健保健保健保健保健・・・・・医療施設」医療施設」医療施設」医療施設」医療施設」
　本格的な高齢社会を目前にして、福祉施設における機能の充実や機
能強化など質の高い施設づくりが求められる中、特別養護老人ホーム
の建設を実施した。
・横須賀第一老人ホーム　H8.12.20～ H10.9.31
「「「「「教教教教教育育育育育関関関関関連連連連連施施施施施設設設設設」
　老朽化が進みつつある県立学校の校舎などの計画的な改修整備を行
うとともに、時代のニーズに対応した単位制高校の建設を実施した。
・神奈川総合高等学校・神奈川工業高等学校　H5.3.20～ H7.3.15
「「「「「そそそそそののののの他他他他他ののののの施施施施施設設設設設」」」」」
　上記工事の他、防災拠点である総合防災センターの新築工事や平成
１０年に開催された「ゆめ国体」関連施設の整備を行った。

・総合防災センター（１期）　H4.12.19～ H6.3.15

住宅行政に関する話題住宅行政に関する話題住宅行政に関する話題住宅行政に関する話題住宅行政に関する話題
『借上げ型県営住宅の導入』
　従来、公営住宅の供給は、地方公共団体が土地を確保し、
建設する直接建設方式によっていたが、平成８年の公営住
宅法の改正により、民間事業者等が新築したり保有してい
る住宅を、地方公共団体が買い取り又は借り上げて公営住
宅として供給することができるようになりました。
　県では、少ない初期投資で公営住宅の供給が可能な「買
取り・借上げ制度」を平成１１年度から導入することとし、
このうち事業者を一般公募する借上げ型県営住宅について
は、４月１９日に県民向けの説明会を開催したところであ
る。
　この説明会には、建設関係者や事業希望者等およそ２０
０名の参加があり、事業者の資格や住宅の仕様等に関して
活発に質問がなされるなど、この制度に対する高い関心が
うかがわれた。

編集後記
　予定より大幅に発行が遅れ、生みの苦しみを味わいました。また、がんばります。
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